
　

京
城
跡
は
、
平
山
城
と
呼
ば
れ
る
種

類
の
城
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
立
派
な
天

守
閣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
敵
の

攻
撃
に
備
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が

備
わ
っ
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

城
の
守
り
手
と
攻
め
手
に
扮
装
し
、

京
城
跡
の
構
造
の
一
部
を
体
験
し
て

み
ま
し
た
。

山城に詳しくなる

京
城
跡
を
攻
め
て
み
た
! !

城　
敵を防ぐために土や石で堅固に築いた建物 ･
設備。室町時代末期までは石垣を用いない土
の城が一般的でした。

曲
く る わ

輪
堀や土塁で囲んで作った城内の区画。城主の
館だけではなく、家臣の住まいも曲輪の中に
建てられます。一番中心になる大事な曲輪を
主
し ゅ か く

郭と呼びます。

虎
こ ぐ ち

口
城の出入り口にあり、敵の侵入を防ぐために、
通路を折り曲げるなど、工夫しています。

枡
ま す が た

形虎
こ ぐ ち

口
壁や石垣などで四角に囲んだり、通路が折れ
曲がっているように作った虎口。入ってきた
敵を周囲の壁や石垣などから攻撃できる守り
の堅い形です。

堀
ほ り き り

切
敵の進入を防いだり、高いところから攻撃す
るために作られた堀。

堀切
枡形虎口

舟形地蔵

大里東墓地

京城跡イメージ図

畝
うねじょう

状堅
た て ぼ り

堀

堅
た て ぼ り

堀
山腹をつたって横から回り込むのを防ぐため
に山腹を下っていくように縦に掘られた堀。
堅堀を並べたものは畝

うねじょう

状堅堀と呼ばれます。

京
城
跡
を

攻
め
て
や
る
!!

か
か
っ
て
こ
い
!!

用 語 解 説

４
２ ３

まいりました～ 斜面が削られて
登るのが大変！

２ 畝状堅堀

山の頂上に城主が
住んでました。
ここを守り抜く！

１ 西曲輪群ここは通さん！

上から攻撃されて
手も足もでない・・

進入してきた敵を
迎え撃つ！

４ 枡形虎口

両側が削られ
谷のように…

３ 二重堀切

侵入者発見！

こっちもダメか・・・

熊野の名城 　 京城跡

攻め手守り手

東泉寺跡
江戸時代に寺院
がありました

大きな岩などが霊
場と考えられます

齋ヶ丘神社

普段居住していた所と
考えられます。一部に
石垣が残っています

中央曲輪群

堀の役目を
果たします

相野川

高い斜面が敵を
防ぎます

斜面をまわり込
む敵を防ぎます

畝
うねじょう

状堅
た て ぼ り

堀

東をにらむ
曲輪

北からの敵を防
ぎます

土
ど て い

堤
最後の砦です。
見張り台も兼ねています

西曲輪群１
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